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皆様こんにちは。１１月第一週の例会となりま

した。今年もあと残すところ２ヶ月となりまし

た。月日がたつのは早いもので、７月に会長に就

任させて頂いてから５ヶ月目となりました。日頃

の皆様のご協力に感謝いたします。 

 昨日、今日の例会の準備をしていましたら、丁

度、この時期にＲ財団副委員長としての卓話をし

たときの原稿が出て参りました。もうあれから一

年たってしまった事に感慨深いものがあります。

財団についての詳細なお話は、今年のＲ財団委員

長の陣野会員に譲るとしまして、月間ですのでも

う一度、振り返ってみたいと思います。 

      

 

 

  

     

  

        

 

  

 

    

  

 

 

                   

   

       

 

 

  

    

                   

   

       

 

 

 

我々、ロータリーの活動は、３つの柱によって

支えられております。 

１）クラブ 

２）国際ロータリー 

３）ロータリー財団の３つです。 

１）新座クラブの活動については 

 会員相互の親睦を深めながら、社会奉仕活動、

職業奉仕活動、青少年奉仕活動と地域社会に良い

形で貢献できているのではないかと感じておりま

す。 

２）国際ロータリーの活動に関しては 

 当クラブの出番は少ないのではないかと思いま

すし、できることから少しずつ貢献できれば良い

なと思っております。 

 そして、３番目のロータリー財団ですが、今月

は月間でもありますので少し触れさせて頂ければ

と思います。 

３）ロータリー財団は地元での社会奉仕活動から

グローバルな取り組みまで、ロータリーの人道的

プロジェクトへの補助金や奨学金を提供していま

す。Ｒ財団の最初の寄付は、１９１７年２６．５０ドル

（今のレートで３，０００円）からのスタートでし

た。そして最初の補助金が、１９３０年国際障害者

協会へのもので５００ドル財団より供出しました。

そうした先人方の小さな奉仕活動からはじまり、

今では毎年授与される補助金総額が７，０００万ドル 



      

 

 

  

     

  

        

 

  

 

    

  

 

 

                   

   

       

 

 

  

    

                   

   

       

 

 

 

       

   

（約８０億）プロジェクト件数、１，１００件にまで

の規模に発展しております。補助金が認定される

６つの活動分野があります。 

（１）平和の推進、平和は人からとの信念から平

和教育、フェローシップ教育奨学金への支出。

（２）疾病との戦い、私どものメインの活動でも

あるポリオ撲滅活動への予防接種プロジェクトへ

の供出、皆さん１本７０円で小児麻痺のワクチン

が子供に接種できます。１００ドルで１６２人の子供

が救えるのです。ですから今月はなんとしても財

団寄付金をお願いいたします。（３）水と衛生、

井戸掘り事業（４）教育への支援（５）母子の健

康（６）地域経済の発展と言った６つの重点分野

に財団は補助金を出しています。 

これら６つの重点分野に該当し、持続可能、尚且

つ､測定可能な成果をもたらす大規模な活動を支

援するのが、Ｒ財団の補助金授与の認定条件と

なっております。こうしてみてきますと、財団の

活動が活発になればなる程、それはロータリーの

世界的認知度の向上につながり、公共イメージの

向上につながって行くのではないでしょうか。 

 皆様の１００ドルの浄財がロータリーの大きな宣

伝につながると思えば、ステイタスの向上につな

がると思えば費用対効果でこんなにリーズナブル

なものはございません。 

是非とも今月はＲ財団のご寄付をお願いして会長

の時間とさせて頂きます。ご静聴ありがとうござ

いました。 

 

１、１１月のロータリーレート 1ドル⇒１１２円  

１、地区事務所より４件受信 

１）米山記念奨学生受入のお願い 

今月のお祝い 

 

会員誕生月：大塚 誠一・出浦 惠子 各会員 

夫人誕生月：神谷 億文・内田 昌史 各会員夫人 

結婚記念月：松岡 昌宏・岡野 元昭・宮川 勝平 

萩原 勇 ・神谷 浩一・神谷 稔 

内田 昌史・髙𫞎 遼太 各会員 

松岡昌宏会長より花束贈呈  

「大塚誠一会員お誕生月おめでとうございます」 

委員会報告 

幹事報告 幹事 鈴木 明子 

 

２）「茂木年度ガバナー月信11月号」が完成致 

  しました。今回はｗｅｂ掲載のみ 

３）「派遣交換学生の「月次報告書」                          

 ４）第３１回全国ローターアクト研究会仮登録 

   のご案内 

   日時：2019年4月28日（日）～29日（月・祝） 

   場所：福岡国際会議場 

      福岡サンパレス 

   大会テーマ：「milestone(マイルストーン)」 

★地区で取りまとめて登録。ご出席される

方は１１月８日（木）までに地区事務所へ 

★詳細は事務局まで 

１、例会変更（富士見１２月度・和光１１月度） 

  各ロータリークラブより拝受 

１、市民まつり収支報告書及び１０月度会員親睦 

  会収支報告書回覧 

 

１１月はＲ財団月間になっております   

 

 ＊Ｒ財団寄付金 １００ドル（11,200円）希望 

Ｒ財団委員会     委員長 陣野壮太郎 



 

「新座市役所表敬訪問」のお知らせ 

 日時：１１月１５日（木）点鐘：１３時３０分    

 場所：新座市役所 

 集合時間・場所：１２時３０分 そば処「八溝」     

親睦活動委員会    委員長 本木 英朗 

 

米山記念奨学寄付金ご協力のお願い 
 
 会員の皆様、米山寄付金にご協力の程宜しくお

願い申し上げます。 

   ＊米山寄付金 １０,０００円 希望 

米山記念奨学委員会  副委員長 髙𫞎  遼太 

 

 ロータリー財団といえば皆様に寄付をお願いし

会員皆様からの寄付で成り立っております。 

そのロータリー財団の使命は、ロータリアンが、

健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を

救済することを通じて、世界理解、親善、平和を

達成できるようにすることです。 

この寄付で奉仕活動をすることにより、発展途上

国にきれいな水をもたらし、平和活動に携わる人

材を育成するなど、世界中で持続可能な影響をも

たらしています。 

ポリオ撲滅活動においても、予防接種活動を通じ

て発症数を世界で９９．９％減少させてきました。 

「Ｒ財団月間」に因んで 

Ｒ財団委員会     委員長 陣野壮太郎     

 

松岡 昌宏会員 今月は「Ｒ財団月間」でござい

ます。宜しくお願い申し上げます。 

鈴木 明子会員 １１月になり寒くなってきまし

た。皆様風邪に気を付けて下さい。本日「Ｒ財団

月間」に因んで陣野委員長宜しくお願い致します 

陣野壮太郎会員 本日の卓話宜しくお願いします 

岡本比呂志会員 本日、所用のため早退させて頂

きます。 

森  克巳会員 陣野さん、卓話楽しみにしてお

ります。  

神谷  稔 会員・大塚 誠一会員・金子 幸男会員

岡野 元昭会員・宮川 勝平会員・吉原 良一会員 

増渕 和夫会員・森田 輝雄会員・並木   傑 会員 

本木 英朗会員・神谷 億文会員・石原 勇介会員 

髙𫞎 遼太会員 

『陣野壮太郎Ｒ財団委員長、本日の卓話楽しみに

しております』 

「11月度会員親睦会」のお知らせ 

 日時：１１月２２日（木）  点鐘：１９時    

 場所：リストランテ「パーシモン」 

 登録料：５，０００円      

 

スマイル報告 

親睦活動委員会       委員 髙𫞎  遼太     



新座ロータリークラブ事務局  

〒352-0001 新座市東北2-25-11-406 

   電 話   ０４８ (４７３)７０４１ 

   ＦＡＸ   ０４８ (４７３)９２２１ 

 Ｅメール niiza.rc@dance.ocn.ne.jp 国際ロータリー第２５７０地区 新座ロータリークラブ 

http://www.niiza-rc.jp 

 ８日（木） 通常例会  「会員増強について」 

                 石原勇介会員増強委員長 

１５日（木） 移動例会 「新座市役所表敬訪問」13時半 

               集合時間 １２時３０分 

               集合場所 そば処「八溝」 

22日（木） 夜間例会 「１１月度会員親睦会」 １９時 

               リストランテ「パーシモン」 

 委員長 神谷 稔 出席報告 １１月のプログラム  委員長 宮川 勝平 

☆例会出席は 会員の義務です 

欠席の場合はＭａｋｅ ｕｐをしましょう 

１）１１月１５日（木）  

  移動例会 「新座市役所表敬訪問」  

  集合時間・場所：１２時３０分 「八溝」 

２）１１月２２日（木）「1１月度会員親睦会」 

  場所：リストランテ 「パーシモン」１９時 

クラブからの連絡 

出席 ２０名 欠席 ４名 

出  席  率 ８７．５０％  

修正出席率 ９６．００％ 
会員数３０名 

（免除者６名） 

H３０.１１.１ 

 

例えば私が仕事をしているアクサ生命では健康経

営の推進に全国の県や自治体、けんぽ協会と協定

しています。健康寿命の延伸、社員の人達皆が生

き生きと心と身体と経済において健康で自立して

活躍する、ことを目的に支援を始めております。

高齢化する団塊の世代に病気の予防や重症化・再

発防止といった従来と異なる需要が生まれている

ことも世界的な傾向になると予測し新しい解決方

法を開発して需要を満たすための大きな投資に踏

み切っています。 

 事業経営を成り立たせつつできるだけ多くの社

会貢献・社会奉仕をしていくことができれば「世

界をより良くする」ことを少しずつ実現できるの

ではないか、ロータリークラブの会員が皆その活

動をすれば寄付もさることながらもっと大きな世

界の流れを作れるのではないかと感じます。     

 

 最後になりましたが、１１月のロータリーレー

トは、１ドル１１２円です。１００ドルのご協力

をお願い致します。会員の皆様どうぞ宜しくお願

い申し上げます。本日すでに７名の方にご協力を

頂いております。ありがとうございました。 

      

 

 

  

     

  

        

 

  

 

    

  

 

 

                   

   

       

 

 

  

    

                   

   

皆さまからのご寄付は、こうした活動に大切に活

用されています。 

 さて、今回の私の結論は「職業奉仕することで

社会奉仕にもなる自身の事業（仕事）の推進」が

最も重要だと感じていることです。 

経済を発展させることで文明的な生活をもたらす

貢献ができる、という考え方で営利企業で活躍し

自分が稼ぐというのが慈善活動を支える寄付側の

主流です。 

そして、寄付をする側になるとお金は全て相手側

（可愛そうな人達）に渡ってもらわないと困ると

考えます。 

しかし、経済や健康に困っている人たちは物が恵

まれれば良いという訳ではありません。笑顔や愛

があってこその幸せなのです。 

奉仕活動、慈善活動をする団体が非営利で経費を

極力かけないとなると有能な人間の獲得や活動の

幅が制限されてしまいます。 

ということは、経費がかかってもより効果を大き

くする事業として取り組むことも必要です。 

企業のＣＲ活動やＳＤＧ‘ｓもその一環かもしれま

せん。 


